
四国大学文学部書道文化学科

あいさつ

四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親しむ」から「書道を楽しむ」、さらに「書道を活かす」へと発展させ、

書道文化の専門的探求を目指すユニークな学科です。

学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求していく中で書道文化を理解し、また書の作品制作

を通して自己を表現し、新たなことを創造する力を身につけていきます。本学科では、学生と教員が一九となって

元気に活動していることが特色です。学生が身につけた力は書道以外の分野でも応用範囲が広く、卒業後には

様々な職業の中でそれを活かしています。

私たち教員も、教育と研究の責務を呆たすべく日々 取り組んでいます。この展覧会は、学科の専任と非常勤の

教員が書法研究発表の場として年一回開催し、今年で 35回目を迎えました。

時節柄、コロナ禍に対応した鑑賞法をお願いしております。また大学HPでの発表とこのパンフレット送付によって、

学外の多くの皆様にも鑑賞していただきたく存じます。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜りますようお願い申し上げます。

(出品者一同)

【交流プラザ展】
会期 令和 3年 7月 30日 (金)～ 8月 1日 (日 )10:00～ 17:00
場所 四国大学交流プラザ 3Fキ ャンパスギャラリー

【学内展】(受付はおりません)
会期 令和 3年 8月 2日 (月 )～ 8月 21日 (土 )
場所 四国大学 書道文化館 lFギャラリー

(但し、 7～ 9日、12～ 16日 は休館)

9:00～ 18:00

主催 四国大学 学際融合研究所 言語文化研究部門

(題字揮憂 :辻 尚子、 背景 :書道文化館 5階より望む眉山と吉野川 )
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瓦
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上
作
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】

四
国
大
学
書
道
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
に
関
係
す
る
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
て
の
書
家

の
作
品
を
収
集
し
、
教
員
展

の
折
に
、
少
し
ず

つ
展
示
し
て
、
鑑
賞

し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

蔀
智
次ヽ
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鴨
ｍ川
　
宝
暦
七
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文
化
十
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５
７
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１
８
１
３
）
五
十
七
歳

播
磨
網
千
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路
市
網
千
区
）
の
出
身
。
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績
、
字
は
―‐――‥
勲
、
通
称
は
大
助

・
与
蔵
。

永
円
孫
右
衛
門
直
道
の
四
男
。
佐
々
木
を
名
の
る
ｃ
若
年
で
京
都
に
出
て
芥
川
丹
邸
に
学
ぶ
．

の
ち
那
波
魯
堂
の
門
人
と
な
り
、
魯
堂
が
徳
島
に
招
聘
さ
れ
る
の
に
随
行
し
た
。
魯
堂
の
没

後
、
男
子
が
な
か
っ
た
の
で
推
さ
れ
て
師
の
娘
の
貞
と
結
婚
し
家
督
を
相
続
し
た
。
寛
政
四
年

（１
７
９
２
）
、
寺
島
学
問
所
の
文
学
教
授
に
な
り
、
享
和
三
年

（１
８
０
２
）
、
淡
路
島
の
洲

本
学
問
所
の
文
学
教
授
に
転
じ
、
居
を
洲
本
に
移
し
た
。

鮮
黙
　

侑
倶
普
土
　
安
永
六
～
天
保
十
四

（１
７
７
７
～
１
８
４
３
）
六
十
七
歳

徳
島
の
生
ま
れ
ｃ
名
は
燥
、
字
は
子
文
、
通
称
は
嘉
蔵
。
幼
時
は
人
木
巽
所
に
学
び
、

長
じ
て
那
波
網
川
の
門
に
入
る
。
江
戸
に
行
き
古
賀
精
里
の
学
僕
と
し
て
学
ぶ
ｃ
加
賀
藩
よ

り
招
か
れ
た
が
父
の
病
気
で
辞
退
し
、
徳
島
に
塾
を
開
い
て
教
え
、
多
く
の
人
材
を
育
て
た
．
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藤

井
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田
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化
士
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慶
応
元

Ｔ

８
１
６
～
６
５
）
五
十
歳

大
阪
に
生
ま
れ
る
。　
‥名
は
尚
徳
、
字
は
伯
恭
、
通
称
は
平
左
衛
門
。
父
は
阿
波
麻

植
郡
牛
島

（吉
野
川
市
牛
島
）
出
身
の
呉
服
商
。
十
五
歳
の
時
か
ら
漢
籍
を
広
瀬

淡
窓
に
、
書
を
人
木
巽
所
に
、
画
を
中
江
藍
江

。
田
能
村
竹
田
に
学
ぶ
．
大
阪
南

堀
江
に
玉
生
堂
塾
を
開
き
、
尊
王
を
説
い
た
。
幕
府
の
日
を
逃
れ
て
父
の
実
家
に
移
り
、

二
年
後
に
大
阪
に
戻
る
が
、
新
撰
組
に
捕
縛
さ
れ
拷
間
を
受
け
獄
中
に
歿
し
た
。
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保
二
～
明
治
三
十

一

（
１
８
３
１
～
９
８
）
六
十
八
歳

淡
路
洲
本
の
生
ま
れ
で
、
外
山
三
太
夫
の
次
男
。
名
は
正
那
、
通
称
は
右
近
。
少
年
の
頃

か
ら
能
書
の
問
こ
え
が
高
か
っ
た
が
、
京
都
に
遊
学
し
て
貫
名
称
翁
の
門
に
入
り
塾
頭
と
な
る
ｃ

後
に
落
翁
の
次
女
の
女
婿
と
な
り
貫
名
家
を
継
い
だ
。
林
翁
が
聖
護
院
村
に
隠
居
し
て
か
ら
は
、

京
都
室
町
の
須
静
堂
で
多
く
の
子
弟
に
書
や
漢
学
を
教
授
し
た
。
ま
た

一
条
家
に
奉
仕
し
高

貴
の
人
々
に
指
導
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
明
治
維
新
後
は
東
京
に
移
っ
て
外
務
省
書
記
と
な

り
、
神
田
猿
楽
町
で
漢
学
塾
を
開
い
た
。

〓
〓
毛
一幕
舜
紺
御
　
天
保
五
～
明
治
四
十

一

（
１
８
３
４
～
１
９
０
８
）
七
十
五
歳

阿
波
美
馬
郡
舞
中
島
に
生
ま
れ
る
。
医
家
、
三
宅
速
水

（杏
堂
）
の
長
男
。
名
は
高

達
、
字
は
玄
達
ｃ
詩
文

。
儒
学
を
巌
本
贅
庵

・
藤
澤
東
咳

。
広
瀬
淡
窓

・
旭
荘
に
学
ぶ
。

医
学
は
、
大
阪
の
吉
益
掃
部

。
華
岡
南
洋
に
学
び
、
の
ち
京
都
の
百
々

一
郎
に
人
間
し
て

そ
の
塾
頭
と
な
る
。
ま
た
書
を
貫
名
林
翁
に
学
ぶ
。
安
政
五
年

（１
８
５
８
）
に
帰
郷
し

て
父
の
あ
と
を
継
い
で
開
業
し
、
特
に
外
科
を
も
つ
て
知
ら
れ
た
。
明
治
七
年

（１
８
７
４
）
、

美
馬
郡
医
師
組
合
会
頭
に
就
任
３
医
業
の
傍
ら
、
脇
町
郷
校
の
講
師
、
司
読
、
藩
校

長

久
館
の
寮
員
を
勤
め
た
。

熱
叶
”郷
一触
汗
志
里
　
安
政
五
～
昭
和
十
九

（１
８
５
８
～
１
９
４
４
）
八
十
七
歳

美
馬
郡

一
宇
村
伊
良
原
の
人
．
名
は
角
太
郎
、
別
号
は
屈
伸
園

・
蟷
堂
ｃ
辰
蔵
の
長

男
。
若
年
で
三
宅
舞
村
に
学
び
、
さ
ら
に
官
内
安
芸

・
山
口
義
長

。
日
辺
龍
仙
に
学
ん

で
、
小
学
校
教
員
と
し
て
和
歌
山
市
に
行
く
Ｇ
そ
こ
で
は
森
円
節
斎
の
妻
、
無
絃
姐
に
漢

学
を
学
ぶ
。
徳
島
県
に
戻
り
教
員
を
し
な
が
ら
書
道
を
研
鑽
し
た
ｃ
卓
書
を
得
意
と
し
、

全
国
各
地
で
書
道
の
講
習
会
を
実
施
。
出
版
物
も
多
く
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
晩

年
は
視
力
が
衰
え
た
が
、
養
女
の
手
に
引
か
れ
て
広
島

。
今
治

・
京
都

。
東
京
な
ど
を
移

転
し
な
が
ら
遊
説
し
た
。



出 品 目 録

太 田  岡」(仙鳩)(教授〉
ナスカの地上絵「猫」

パスッールの言葉

ハングル版本体「明けない夜は無い」

―字書「鎮」

『理趣経』五番偶

辻  尚 子 (紅雲)1教授,
羅隠詩二種

「誦颯」

趙暇詩句

金子みす のゞ詩「金魚のお墓」

廣瀬淡窓の詩

森 上 ,羊 光 (教授)
金え「厳恭寅天命」

柑書「韓勅碑」

黒 田 賢 ― (客員教授,

「梅の花」 (『万葉集』)

田ノ岡 大 雄 備勤講師)
「寒月」(蕪村の句,

「雹公鳥」(弓削皇子の歌)

「桃」(桃隣の句)

「白紙」(正岡子規の句)

渡  邊  周  ― (星肪)ヽ常勤講師|

「壽典山斉福随春至」 (鐘伯敬の語 )

「騰龍」 (『説苑』説叢 )

「槃神仙道」(徐南復の語)

「蓋君飲」(『小学』,

上 田   普 儒師)
「ときめき」

鹿 倉 壮 史 (碩斎)(講師)

「周於能」(『淮南子』)

黒 木 矢口 之 (請師)
「いろは」

小 竹 正 高 1講師|

「1%の 勇気」(東田直樹の言葉リ

松 村 茂 樹 講ヽ師)
開於呉昌碩的 「道在瓦費」.

1呉昌碩の「道は瓦盤に在り」について)

川 尾 朋 子 `特認教授,
書 ′箔「心」

蝙
〒771-1192 徳島市応神町古川
四国大学

学際融含研究所 言語文化研究部門
TEL   088(665)1300
FAX   088(665)8037
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